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　「第４回 神戸 全ての生き物のケアを考える国際会議 
2015」が 2015 年 7 月 19 日と 20 日に、阪神・淡路大
震災の大惨事の 20 年後の神戸で開催されます。本会議
は、神戸アニマルケア国際会議として過去に３回開催さ
れ、人と動物の共生について、国内外の市民、専門家な
ど動物を愛する多くの人が一堂に会して着実に成果を積
み重ねて参りました。

　人と動物を取り巻く環境は複雑であり、動物を愛する
方、関心のない方、嫌悪感を抱かれる方、アレルギーな
どの疾患で動物と接する事を控えられている方など、立
場の違いにより様々な考え方があり、人と家庭で飼育さ
れている動物、産業動物、野生動物などこれまた多岐に
わたる多くの動物が地球を居場所として好むと好まざる
とに関わらず生活しております。阪神・淡路や東北など
で発生した大災害では、人と動物が共に寄り添いお互い

の尊厳を守りながら暮らしていくことが重要であり、し
かし、非常に難しいことであることが浮き彫りとなりま
した。

　阪神・淡路大震災の発生した神戸にて 20 年目の節目
の年に、様々な角度から議論が尽くされ、人と動物との
共生が当たり前で、自然な事として広く社会に認知され
る起点となる会議になり、多くの市民が熱い議論に包ま
れる 2 日間となることを心から祈念しております。
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     The 4th Kobe International Conference on the Care for 
All Creatures 2015 will be held on July 19 to commemorate 
20 years since the Great Hanshin-Awaji Earthquake.

     To enable humans and animals to happily coexist, many 
people who love animals, including domestic and foreign 
citizens and experts, conducted an effective discussion. At 
times of great disaster, such as the Great Hanshin-Awaji 
Earthquake and the Great East Japan Earthquake, it is 
essential that humans and animals cooperate and respect 
each other’s dignity of life. In the year of the turning 
point, we heartily wish that an argument has nothing left 
from various angles; moreover, we hope that “One World, 
One Life” becomes a concept that is widely recognized in 
society, and it is two days when many citizens are engrossed 
in a hot debate.




